
れた予算の中でも、より多くの人に喜んで
もらいたい。今年は花火の『音』を聞いても
らうための工夫があるので楽しみにしてい
てほしい」と笑う。観てもらう人 を々飽きさ
せないアイデア磨きに今日も余念がない。
　大会の開催中止や打ち上げの失敗な
どのトラブルもあったが、手作りの大会らし
くみんなで話し合いより良い大会の成功に
つなげてしまう。手作りであるからこそ、そ
の想いは一層強く、一度打ちあがれば決し
て消え入ることはない。
　始まりはわずか数人の「想い」が、今や
運営委員会は総勢約６００人に達する。一
心一意の結晶が、色とりどりの想いを乗せ
て、大阪の夜空を彩る。

一心一意の結晶

❶山中さんおすすめの水中スターマイン。汗の水分さえも許されないデリケートな花火を水中で打ち上げ
るのは至難の業。❷8月5日夜にはこの静かな川面に打ち上げ用の台船がずらりと並ぶ。❸全ては「安全
第一」から。万全の警備体制に向けて大勢の大会関係者と共に全力を尽くす。　

交通規制のお知らせ
　なにわ淀川花火大会の開催に伴い、交通規制が
予定されています。周辺は大変混雑しますので、お車
でのご来場はご遠慮ください。皆さまには大変ご迷惑
をおかけしますが、ご協力をお願いします。詳しくは、な
にわ淀川花火大会ホームページをご覧ください。

）行決天雨（）土（日5月8
なにわ淀川花火大会運営事務局
６３０７-５５２２（10:00～17:00）

当日はごみの分別回収にご協力ください
▲綿密な打ち上げ計画を実現するために、打ち上げ台船上で入念に準備が進められる。

●❶

●❷ ●❸

詳しくは にて

日 程

　大阪を代表する夏の風物詩は小さな盆
踊り大会だった。昭和から平成に変わる頃
にわずか数人で、「大会をもっと大きくして
地域を盛り上げたい」「花火あげたら盛り上
がるのとちゃうか？」と語り合った「想い」が
徐々に広がりを見せる。そこから企画、運
営、警備、協賛金集めなど、全てを手作りで
行ってきた。その苦労は計り知れないが、な
にわ淀川花火運営委員会運営本部長の
山中泰英さんは「好きなことをやっているの
で苦労とは感じなかった」とさらり。
　花火の打ち上げを主に任されている㈱
國友銃砲火薬店の上埜昌紀さんもそんな
山中さんをはじめとする運営委員会の熱
い想いに共感した一人。「手作り故に限ら

うえ　の　まさ　き

やま なか やす ひで
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